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揖保川と染河内川の合流部

地域で行われた防災訓練の様子

の
人
権
学
習
は
同
和
関
係
か
ら
、

い
じ
め
・
高
齢
者
虐
待
・
外
国

人
差
別
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯

罪
な
ど
に
対
応
す
る
生
涯
学
習

に
重
点
を
移
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
同
和
関
係
の
各

種
貸
付
金
の
返
済
・
滞
納
克
服

に
ど
う
対
応
さ
れ
、
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
市
民
局
ご
と
の

　
　
　
　
　
推
進
協
議
会
で
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
滞
納
回
収
に

　
　
　
　
　
　
努
力
し
て
い
る
。

１８
年
度
末
で
、
件
数
で
１
１
２
件
、

約
１
億
５
千
万
円
の
滞
納
総
額

で
あ
る
。

　
　
　
小
学
６
年
か
ら
中
学
３

　
　
年
生
ま
で
「
医
療
費
無
料
制
」

を
拡
充
し
、
他
市
に
な
い
子
育

て
支
援
で
、
次
回
の
国
勢
調
査

で
人
口
増
を
実
現
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
で
は
考
え

　
　
　
　
　
　
て
い
な
い
。

　
　
　
一
宮
南
中
学
校
か
ら
揖

　
　
保
川
合
流
点
ま
で
の
河
川

や
護
岸
整
備
を
進
め
洪
水
対
策

や
園
児
・
児
童
・
生
徒
が
安
心

し
て
学
ぶ
・
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
川
、
美
し
い
水
辺
風
景
の
あ

る
川
と
な
る
よ
う
県
・
国
に
要

望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
教
育
的
に
必
要

　
　
　
　
　
な
要
望
を
聞
い
て

い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
県
・
国
に
働

　
　
　
　
　
　
き
か
け
た
い
。

　
　
　
総
合
病
院
に
常
勤
整
形

　
　
外
科
医
が
い
な
く
な
り
、

救
急
搬
送
が
遠
く
な
っ
て
い
る
。

助
か
る
命
も
助
か
ら
な
い
。
ど

う
か
。
病
院
関
係
者
や
消
防
職

員
な
ど
で
「
出
前
懇
談
会
」
な

ど
を
開
催
し
、
市
民
へ
の
説
明

と
協
力
・
協
同
を
探
求
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
市
内
搬
送
が
、

　
　
　
　
　
８０
％
か
ら
５０
％
を

切
っ
て
お
り
、
原
因
解
決
に
努

め
て
い
る
。
市
広
報
誌
な
ど
で

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
合
併
し
て
も
地
方
交
付

　
　
税
の
削
減
な
ど
続
い
て
い
る
。

国
の
財
政
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
る
。
８９
年
度
に
導
入
さ
れ

た
消
費
税
と
同
期
間
の
法
人
三

税
の
減
収
分
の
総
額
を
ど
う
把

握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
国
税
で
１
５
２
兆

　
　
　
　
円
の
消
費
税
累
計
額

と
１
５
３
兆
円
の
法
人
税
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
１
月
公
明
・
市
民
の
会

は
「
平
成
１９
年
度
当
初
予
算
編

成
に
対
す
る
重
要
政
策
（
１０
項

目
７４
）
」
の
提
言
を
市
に
提
出

し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
「
命

を
守
る
地
域
の
安
心
、
安
全
の

取
組
み
」
と
「
小
中
一
貫
教
育
」

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
す
。

　
　
　
地
震
、
風
水
害
等
、
大

　
　
規
模
災
害
の
危
険
性
が
高

ま
り
、
ま
た
、
幼
少
年
、
少
女

を
対
象
に
し
た
犯
罪
の
増
加
、

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
犯
罪

の
凶
悪
化
が
進
む
中
、
身
近
な

場
所
で
の
市
民
の
安
心
、
安
全

な
生
活
実
現
に
は
防
災
、
防
犯

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
宍
粟

市
の
体
制
は
万
全
か
。
昼
間
の

災
害
発
生
時
に
災
害
弱
者
（
高

齢
者
、
身
体
障
害
者
）
の
救
出

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
災
害
時
の
事
態
発

　
　
　
　
生
時
に
お
い
て
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、

消
防
団
や
自
治
会
を
中
心
と
す

る
自
主
防
災
組
織
の
存
在
は
非

常
に
大
き
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
の
全
自
治
会
に
お
い
て
自
主

防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
各
小

学
校
区
単
位
等
で
防
災
訓
練
等

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
災
害
弱

者
の
救
出
は
、
自
主
防
災
組
織
、

自
治
会
、
民
生
委
員
等
と
の
連

携
に
よ
り
避
難
支
援
体
制
の
確

立
が
重
要
で
あ
る
。
要
援
護
者

の
個
人
情
報
保
護
に
も
配
慮
し

な
が
ら
、
地
域
と
行
政
に
お
け

る
情
報
の
共
有
を
図
る
な
か
で

支
援
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
防
犯
に
つ
い
て
は
９６
の
町
づ

く
り
防
犯
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ

れ
て
い
る
。
自
主
防
犯
組
織
が

小
学
校
の
登
下
校
時
の
送
迎
を

中
心
に
し
た
見
守
り
活
動
に
取

組
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
レ
ッ

ド
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
青
色
防
犯

活
動
等
に
取
組
ん
で
い
る
。
　

公
明
・
市
民
の
会
代
表

安
心
・
安
全
の

取
組
み
は

自
主
防
災
・

防
犯
組
織
と
連
携

岡
　
　
久
和
　
議
員


